
 

 
 
 
 
 
 

 

国が平成 25 年を「メンテナンス元年」と位置付け、インフラ老朽化対策に向けた提言を行って

います。本誌では、国の情報や県の長寿命化の取組をわかりやすく紹介していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

Ｑ．港にはどんな施設があるの？ 

Ａ．港には、主に貨物を扱う港湾と漁業活動を行う漁港があるんだ。両方とも船舶を接岸する係留施設､防波

堤､護岸などの外郭施設等があって、港湾にはさらにコンテナクレーンや上屋など様々な施設があるんだよ。 

 

Ｑ．港の長寿命化ってどうやってるの？ 

Ａ．港の施設は、常に波浪や海水にさらされたり、船舶や重車両による衝撃が掛かるんだ。こういった劣化の

著しい施設を少ない費用で長持ちさせるために、いつ、どんな点検・補修を行うかということを、維持管理

計画（港湾）や機能保全計画（漁港）という形でまとめているよ。 

 

Ｑ．どんな補修をしているの？ 

Ａ．例えば、下の写真のとおり、係留施設本体に使われている鋼矢板は海水にさらされて、だんだん腐食が進

んで、壊れてしまうと、直すのにたくさんのお金がかかることになるんだ。だから、電気防食と表面塗装と

いった比較的小さな工事を小まめに行うことで、少ない費用で施設を長持ちさせているんだよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．今年から新しく始まった「しずおかポートサポーター制度」のことも教えてください。 

Ａ．これまでもそれぞれの港で､ボランティアの方々が緑地の美化や清掃活動を行ってくれていたよ。 

そうした方々が安心して活動できるように、県が保険の加入や道具の貸し出しを行う制度をつくり､いまま

でに４団体が認定されているよ。施設の簡単な点検もしてもらえることになり、助かっているんだ。

今回の特集！ 港の長寿命化 Now！ 
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←「清水港テルファー」  
(船から鉄道へ木材を積み降ろすクレーン) 

昭和 3 年建設、同 46 年引退 

今年で 86 歳！ 

平成 26 年 8 月 7 日 

「機械遺産」に認定！ 
静岡県で港の長寿命

化推進を担当してい

る港湾整備課深津さ

ん(右)と漁港整備課

山田さん(左)にお話

を伺いました。 

補修費用の縮減

再建設

表面塗装、電気防食

従来の対応

予防保全による対応



 

 

 

 

 

静岡県の社会資本における長寿命化を更に進めるため、各工種の

班長が集まる進捗管理部会と長寿命化に関する共通の項目について

話し合う担当者会議を定期的に開催しています。 

６月～８月にかけて３回の会議の中で、国土交通省インフラ行動

計画や公共施設等総合管理計画への対応、ホームページ更新、シス

テム、コスト縮減といった内容について話し合いました。 
 

［進捗管理部会］ ７月１７日 第２回部会 

［担当者会議］  ６月１８日 第１回担当者会議 

８月 ６日 第２回担当者会議 

 

 

 

国・県・市町・ＮＥＸＣＯ等による「静岡県道路メンテナンス会

議」が本年６月に設置され、８月４日（月）に東部地域・中部地

域・西部地域合同の第１回地域部会が開催されました。 

地域部会では、国土交通省から６月に示された定期点検要領の位

置づけや概要、今後の会議の予定等について説明があり、静岡県か

らは市町支援の一環として現在検討している点検業務の地域一括発

注の方針等が示されました。 

今後は各道路管理者が点検対象の確認と点検計画の策定を行い、

計画的かつ円滑な点検の実施を図ります。 

 

 

 
 

毎年２回、道路や河川等の長寿命化対策を進める都道府県や政令市

が集まり、意見交換会や勉強会を行っています。 

今年度第１回目が、８月 21 日～22 日に愛知県で開催され、全国

の自治体から 80 名（静岡県４名）が参加し、各県や市のインフラ長

寿命化の課題に関する意見交換会と、名古屋大学にある老朽化した橋

梁の保全技術者を育成するための施設「ニュー・ブリッジ」の見学が

行われました。 

意見交換会で出された課題に関する回答については、県内の各工種

の長寿命化担当者にも配布し、情報共有とレベルアップを図っていき

ます。 

 
 
 
 
 
 
 

＜第 14 号の発行にあたり＞ 

今回は、これまでのアセットタイムズで紹介していなかった港における長寿命化の取

組を特集しました。少しでもみなさんに取組を知っていただければ幸いです。 

また、8 月のｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当者幹事会に参加して、静岡県だけでなく、他の都道府

県や市の担当者も試行錯誤をしながら施設の長寿命化を進めていると感じました。 

静岡県としても他県や他の政令市から意見や情報を収集し、さらなる長寿命化計画の

推進に活かしていきたいと思います。 
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静岡市駿河区用宗 1 丁目 10-1 
TEL 054-268-5004 
FAX 054-258-6030 

静岡県 長寿命化 検索 
「静岡県社会資本長寿命化計画の取組」「ｱｾｯﾄﾀｲﾑｽﾞ」の

バックナンバーについてはホームページをご覧ください。

６月～８月 進捗管理部会、担当者会議を開催しました！ 

８月４日 静岡県道路メンテナンス会議地域部会開催される！ 

８月 21～22 日 第 25 回ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ担当者会議幹事会開催 


